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本日の内容

①. 2020年3月期 第2四半期決算概況

③. 中期経営計画
「KENKO Value Action ～価値の創造～」

進捗について

②. 2020年3月期 業績予想
（執行役員 広報室 室長 田村 みちよ）

（代表取締役社長 炭井 孝志）
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➀. 2020年3月期 第2四半期
決算概況
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2020年3月期 第2四半期決算ハイライト（連結）
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売上高 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

37,766百万円
（前年同期比 +1.0％）

1,590百万円
（前年同期比 +5.2％）

1,104百万円
（前年同期比 +22.2％）

●ダイエットクック白老新工場、関東ダイエットクック 神奈川工場による効果

●メニューの減少や天候不順（長雨、低温）の影響によりタマゴ加工品の
販売が苦戦

●ポテトサラダは需要が回復→販売も好調に推移

→売上高拡大、収益性の改善

調味料・加工食品事業

総菜関連事業等

2020年3月期 第2四半期までの決算は増収増益
連結売上高は期初予想未達も、収益性は改善傾向
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2019年3月期
第2四半期

2020年3月期
第2四半期

2020年3月期
第2四半期予想
(2019/5/15発表)

金額 金額 前期比 予想比 金額

売上高 37,409 37,766 1.0% △1.7％ 38,400
売上総利益 9,117 9,030 △1.0％

(売上高総利益率）％ 24.4% 23.9%

販売費及び一般管理費 7,660 7,539 △1.6％

営業利益 1,456 1,490 2.4％ △3.2% 1,540
（売上高営業利益率）％ 3.9% 3.9%

経常利益 1,512 1,590 5.2% 0.7% 1,580
（売上高経常利益率）％ 4.0% 4.2%

税金等調整前四半期純利益 1,551 1,607 3.6%
親会社株主に帰属する
四半期純利益 903 1,104 22.2% 2.2% 1,080
（売上高四半期純利益率）％ 2.4% 2.9%

1株当たり四半期純利益 54円84銭 67円03銭 65円55銭

2020年3月期 第2四半期 業績（連結）
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連結損益計算書
概要

（百万円）
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外食
28.0%

CVS
26.1%

量販店
24.7%

パン
12.7%

給食
4.3%

その他
4.2%

※写真は使用例 6

分野別売上高構成比（連結）
生活協同組合（生協）
業務用C&C（キャッシュ＆キャリー）他

コンビニエンスストアスーパーマーケット
（全国チェーン・地方チェーン）

ファストフード
ファミリーレストラン
焼肉レストラン 居酒屋
コーヒーショップ 他

製パンメーカー
リテールベーカリー

事業所・病院等への
コントラクトフード
サービス、学校給食

2020年3月期
第2四半期
分野別

売上高構成比
（連結）
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分野別売上高構成比推移（連結）
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10,098 10,583 

10,628 9,869 

8,615 9,337 

4,824 4,808 

1,670 1,619 
1,574 1,550 
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分野別売上高（連結）
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■CVS

■外食

■量販店

●訪日外国人観光客数の増加に伴う
インバウンド需要が市場拡大に寄与

●ファストフード業態は好調を持続

●24時間営業体制の見直し、キャッシュレス対応など
業界は変革期

●7月を中心に長雨や低温等の天候不順が続く
→夏場商材の苦戦、来店客数の減少

●天候不順等により客足は伸び悩むが、
惣菜分野は堅調に推移

【2020年3月期 第2四半期分野別売上高（連結）】＜参考︓2019年度上半期 業界動向＞

●ドラッグストア等他業態との競争激化

外食 ︓+4.8％

CVS  ︓△7.1％

量販店︓+8.4％

パン ︓△0.3％

給食 ︓△3.1％

その他 ︓△1.5％

●慢性的な人手不足
→オペレーションの効率化が喫緊の課題で
各社対策を強化

（百万円）

前年同期比

37,76637,409
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商材別売上高構成比（連結）

その他
2.0％

サラダ類
45.6％

マヨネーズ・
ドレッシング類
24.5％

タマゴ類
27.9％

【2020年3月期 第2四半期】
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※写真は使用例
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商材別売上高推移（連結）
商材別売上高
（百万円）

連結売上高
（百万円）
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599 580

6,310 6,891 
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■サラダ・総菜類（売上高 +4.1％ 販売重量 +5.2％）

(百万円)

事業別売上高概況（連結）① ＜調味料・加工食品事業＞

■調味料・加工食品事業 （売上高 △0.7％）
●売上高構成

＜サラダ・総菜類、タマゴ加工品、マヨネーズ・ドレッシング類＞

■総菜関連事業等 その他

37,76637,409

販売重量 ︓+0.3％ 販売単価 ︓△3.6円/kg
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■タマゴ加工品（売上高 △6.9％ 販売重量 △6.5％）

■マヨネーズ・ドレッシング類（売上高 ＋2.2％ 販売重量 ＋2.0％）

・主力商品の1㎏形態のポテトサラダ、素材を生かしたチルドポテトが
好調に推移

・メニューの減少や天候不順（長雨、低温）の影響により
コンビニエンスストア向けタマゴ加工品の販売が苦戦

・コンビニエンスストアやファストフード向けのソースが伸長

■調味料・加工食品事業 ■タマゴ加工品■マヨネーズ・ ドレッシング類■サラダ・総菜類( )

30,498 30,294

9,469

11,198

9,060

771

9,862

10,422

9,260

750

・コンビニエンスストア向けのゴボウサラダや大豆ミートを使用した
商品が外食向けに増加

・スーパー向け袋タイプマヨネーズが伸長
2019年3月期
第2四半期

2020年3月期
第2四半期
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599 580

6,310 6,891 
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事業別売上高概況（連結）② ＜総菜関連事業等・その他＞

※ 海外事業は、持分法適用会社のため売上高には含まれません

■総菜関連事業等 ■その他

■総菜関連事業等 （売上高＋9.2％）

■その他 （売上高 △3.2％）

＜フレッシュ総菜（日配サラダ、総菜）、グループ内生産受託＞

＜ショップ事業（Salad Cafe）および海外事業※＞

■調味料・加工食品事業

●売上高構成(百万円)

2019年3月期
第2四半期

2020年3月期
第2四半期
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・関東ではグリーンサラダ、コールスロー等の季節の葉物系サラダ、
関西ではフルーツサラダ、ポテトサラダ等の練りサラダが
根強い人気

・ダイエットクック白老新工場、
関東ダイエットクック神奈川工場の伸長により売上高増加

・「美と健康」をテーマに商品開発
→女性の顧客拡大を目指す

9,469

11,198

9,060

771

9,862

10,422

9,260

750

・主力のポテトサラダの販売が好調に推移

37,76637,409



©2019 KENKO Mayonnaise Co., Ltd.

事業別売上高・セグメント利益（連結）
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2019年3月期
第2四半期

2020年3月期
第2四半期

前期比

増減 ％

売上高 37,409 37,766 357 1.0％

調味料・加工食品事業 30,498 30,294 △203 △0.7％

総菜関連事業等 6,310 6,891 580 9.2％

その他 599 580 △19 △3.2％

セグメント利益 1,512 1,590 78 5.2％

調味料・加工食品事業 1,680 1,240 △439 △26.2％

総菜関連事業等 △193 261 454 -

その他 △0 98 99 -

調整額 24 △10 △35 -

（百万円）
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1,512 

22 183

254 △242

△139
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（百万円）

2019年3月期
第２四半期

2020年3月期
第２四半期

※新工場関連費用・・・稼働前及び稼働後3カ月以内にかかる費用

経常利益増減要因 （連結）

原材料価格変動
による影響

固定経費等
による影響

生産効率
による影響

新工場
関連費用

売上高アップ
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貸借対照表の概要 （連結）

2019年3月期 2020年3月期
第2四半期 増 減 前年度末比

資 産
流動資産 27,945 25,253 △2,691 △9.6％

固定資産 42,159 40,166 △1,993 △4.7％

資産合計 70,105 65,420 △4,684 △6.7％

負 債
うち有利子負債残高 * 19,020 17,168 △1,852 △9.7%

37,204 31,801 △5,403 △14.5％

純資産 32,900 33,619 718 2.2％

負債・純資産合計 70,105 65,420 △4,684 △6.7％

１株当たり純資産 1,996円95銭 2,040円56銭 43円61銭 2.2％

自己資本比率 46.9% 51.4% 4.5％ -

＊ 長期未払金を含む （百万円）

新生産拠点の減価償却が進んだこと等により、総資産は4,684百万円減少
内部留保を着実に積み上げ、自己資本比率は4.5%上昇し51.4%に。

15
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10,927 9,782

2,315
△1,858

キャッシュフローの概要 （連結）

営業ＣＦ︓増益及び償却費の増加等により前期比124百万円増の2,315百万円
投資ＣＦ︓生産拠点構想に基づく固定資産取得により1,602百万円の支出
財務ＣＦ︓借入金等の返済により1,858百万円の支出
⇒現預金残高は前期末から1,145百万円減少（生産拠点構想に係る資金支出へ充当）

16

2019年3月期

現金及び
現金同等物の
期末残高

財務活動によるCF 現金及び
現金同等物の
期末残高

（百万円）

2020年3月期
第2四半期

投資活動によるCF営業活動によるCF

△1,602
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②. 2020年3月期 業績予想
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事業別売上高予想 （連結）

2019年3月期 2020年3月期（予想）

73,989
76,000

（百万円）
●売上高構成（予想）

■調味料・加工食品事業
■総菜関連事業等 ■その他

※ 海外事業は、持分法適用会社のため売上高には含まれません
■その他

■総菜関連事業等

■調味料・加工食品事業

18

・生産能力の増強を活かした販売数量の拡大
（素材系ポテト、ポテトサラダ、タマゴ加工品など）

・「美」をテーマにした商品設計により女性をターゲットにした顧客拡大

+5.2％
（前年同期比）

●下期のポイント

■タマゴ加工品■マヨネーズ・ ドレッシング類■サラダ・総菜類

・フレッシュ総菜の販売
→関東ダイエットクック 神奈川工場を中心に新規顧客拡大
を目指す

1,220

( )

18,149

1,538

18,960

21,042

（予想︓+2.1％）

18,732

20,738

19,942

1,539

（予想︓+5.5％）

（予想︓+2.2％）

サラダ・総菜類 タマゴ加工品 マヨネーズ・
ドレッシング類

△1.4％
（前年同期比）

+3.2％
（前年同期比）

・分野別・業態別の取り組みのさらなる強化
・市場の変化を先読みした新たな商品開発

（健康・ヘルシー志向、人手不足、形態、インバウンドなど）

＜2020年3月期予想＞
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2020年3月期 業績予想 （連結）
2019年3月期 実績 2020年3月期 予想
金額 前期比 金額 前期比

売上高 73,989 1.7% 76,000 2.7%

売上総利益 18,210 △3.8% -
(売上高総利益率）％ 24.6%

販売費及び一般管理費 15,094 2.3% -
営業利益 3,116 △25.3% 3,300 5.9%

（売上高営業利益率）％ 4.2% 4.3%

経常利益 3,145 △24.2% 3,300 4.9%

（売上高経常利益率）％ 4.3% 4.3%

税金等調整前当期純利益 3,781 △10.1% -
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,296 △20.2% 2,350 2.3%

（売上高当期純利益率）％ 3.1% 3.1%

1株当たり当期純利益 139円40銭 142円64銭

19

（百万円）
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3,145 
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288

168
△520

△139

3,300 
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（百万円）

0

2020年3月期 経常利益増減予想 （連結）

2019年3月期 2020年3月期
（予想）20

売上高アップ
上期︓+ 22 
下期︓+336

原材料価格変動
による影響
上期︓+183
下期︓+105

生産効率による影響
上期︓△242
下期︓△278

固定経費等による影響
上期︓+254
下期︓

新工場関連費用
上期︓△139
下期︓

△86
0
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2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期(予想)

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
３月期

2019年
３月期

2020年
3月期
(予想)

配当金(円/株) 20 20 21 21 23 28 37 37 30 31
配当性向(％) 19.3 27.6 21.2 23.6 19.9 19.1 19.0 21.5
配当利回り(％)
(ご参考) ※1 3.6 3.2 2.3 2.3 1.4 1.2 1.3 -

純資産(株主資本)
配当率(％)(DOE)※2 2.3 2.2 2.1 1.9 1.9 2.1 -

配当・株主還元

※1 配当利回り＝1株あたりの配当金(合計) ／各年3月末日時点株価（終値）×100
※2 純資産(株主資本)配当率 ＝ 1株あたり配当金(合計)／((期首＋期末 1株あたり連結純資産)÷2) ×100

■ 普通配当（中間）
■ 普通配当（期末）

21

2.4 2.1

1.1

1.5

21.7

（円）

記念配当

（%）

安定的な配当を維持、継続するとともに配当性向の目標は20％に設定。
今後も業績に応じて増配を目指す。

21.2

配当性向

1.4
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③. 中期経営計画
「KENKO Value Action ～価値の創造～」

進捗について

22
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ケンコーマヨネーズグループが目指す姿

食を通じて 世の中に 貢献する。
【ケンコーマヨネーズグループ企業理念】

“サラダNo.1企業”として成長・発展しつづける

企業価値の向上

お客様
市 場
地域・社会
環 境

社会・経済
商 品 力
開発・技術力
品質・サービス

23
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CSV経営の実践

1. お客様と共にビジネスを創造

中期経営計画「KENKO Value Action ～価値の創造～」

“サラダNo.1企業”として成長・発展しつづける

2. “創り・応え・拡げる” 生産体制
3. サラダ料理を世界へ

「サラダ料理」は当社の商標登録です。

ソリューション 働き方

≪概略≫

3つの事業戦略

地域貢献 環境・資源 サプライチェーン

24

2018年4月～
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地域貢献

サプライチェーン

～地域貢献度No.1企業を目指して～ ～資源・エネルギー利用の効率化～

～サプライチェーンの短縮と
事業活動の改革～

～「技術・サービス」の事業化～ ～従業員満足度の向上～

「KENKO Value Action ～価値の創造～」 ≪CSV経営 5つのテーマ≫

環境・資源

ソリューション 働き方

25

「Kids Duo」荻窪南校での食育活動

キッチンスペース831

←ポテトピール

肥料化した卵殻

西日本工場のポテトピール加工施設

←商品開発の様子

品質管理の現場→

生産者の皆様
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1. お客様と共にビジネスを創造

2. “創り・応え・拡げる” 生産体制

3. サラダ料理を世界へ

「KENKO Value Action ～価値の創造～」 ≪3つの事業戦略≫

3つの事業戦略

26
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事業戦略1︓お客様と共にビジネスを創造①
お客様の抱える数々の課題

提供・共有
（技術・ノウハウ）

発信
（店舗・Webサイト）

研究・調査
（サラダと健康）

・豊富な商品ラインナップ
・市場ニーズに合わせた商品開発など・事業別/分野別の取り組み
・これまでに考案した豊富なメニュー

商品力 メニュー提案力 情報発信力
ケンコーマヨネーズグループの

人手不足

調理の効率化

品質
（衛生管理）

メニュー
コンサルティング

知識・研究

課題解決に向け新たな価値を

27
共に課題解決
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●店舗運営支援

提 供・共 有（技術・ノウハウ）

商品設計や店舗オペレーションの指導、
衛生管理など店舗運営のノウハウを提供

「Vegeru」 あべのハルカス近鉄本店
9月4日オープン（株式会社近鉄百貨店運営）

●料理教室・ワークショップ

一般の方向け料理教室
「キッチンスペース831」

業務用お客様向け
サンドイッチワークショップ

事業戦略1︓お客様と共にビジネスを創造②

●グループ総合フェア

東京会場 ︓10月10日・11日
大阪会場 ︓11月13日・14日
提案メニュー
来場客数 ︓約4,100名（東京・大阪合計）

28

◎消費者の皆様向け料理教室
「キッチンスペース831」

◎業務用のユーザー様向け
ワークショップ

（2019年度上半期実績）
▲

25回開催
▲

2回開催

︓117レシピ
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発 信（店舗・Webサイト）
●ドレッシングの日

8月24日は
ドレッシングの日
認知度向上を目的に
PRキャラクター「どれしぃ」が誕生

どれしぃ

●Webサイトリニューアル

10月3日リニューアルオープン︕

事業戦略1︓お客様と共にビジネスを創造③

●サラダカフェ

『惣菜・べんとうグランプリ2019』
（株式会社日本食糧新聞社主催）

3つの機能が合体
より見やすく、わかりやすく

商品情報

メニュー情報 通販

「わが社自慢の惣菜部門」で優秀賞を受賞

❏トピックス

・「美と健康」をテーマにした商品開発

2019年4月

アボカドとケールのナッツサラダごぼうと季節野菜のサラダ
～ナッツ風味

←塩だれ豚角煮丼

29

女性をターゲットに顧客拡大を狙う

※「美サラダ」は当社の登録商標です。
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研 究・調 査（サラダと健康）
●サラダの研究

事業戦略1︓お客様と共にビジネスを創造④

東京海洋大学
サラダサイエンス（ケンコーマヨネーズ）寄附講座 主催
～第3回サラダシンポジウム開催～
■開催日
2019年10月25日（金）

■当社講演テーマ
「 食品企業におけるサラダ研究
～持続可能な馬鈴薯生産と加工への取組」

●講演・発表

「子供のサラダ、大人のサラダ」

「おいしいサラダ生活～サラダの機能性と最近のトレンド～」

「加工用ジャガイモのサステナブルな栽培と産業上の特性」

テーマ

テーマ

テーマ

（2019年度上半期実績（抜粋））

第3回サラダシンポジウム 講演 日本家政学会でのセミナー 北海道栄養士会での講演

30

（2019年5月 日本家政学会）

（2019年6月 北海道栄養士会
春期全道栄養士研修大会）

（2019年8月 日本食品工学会第20回年次大会）
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事業戦略2︓“創り・応え・拡げる” 生産体制 ①

生産体制の強化

生産能力の平準化
→従業員の働き方改革

→商品供給の拡大

自社工場
連結子会社拠点

関東ダイエットクック 神奈川工場

ダイエットクック白老新工場

静岡富士山工場 第2工場

西日本工場（増築）

お客様を支える安定供給体制の確立

グループ生産拠点構想（2018年度完了） 全国に広がる製造拠点

お客様の様々なご要望
✔多品種 ✔少量・多量
✔オーダー変更 ✔多様な形態
✔リードタイム短縮 など

・自社工場 7工場
・連結子会社 7社10工場

新しい商品

新設備・新技術

×

創り 応え 拡げる

31
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事業戦略2︓“創り・応え・拡げる” 生産体制 ②
●グループ生産拠点構想に伴う4工場の状況

♦ダイエットクック白老新工場（2018年4月～）

♦関東ダイエットクック 神奈川工場（2018年6月～）

♦静岡富士山工場 第2工場（2019年2月～）

♦西日本工場（増築）（2019年4月～）

・夏場の天候不順（低温、長雨）による影響
→主にコンビニエンスストア向け夏場商材（錦糸卵等）の販売が苦戦

・素材系ポテトは、外食を中心に需要が拡大

・フレッシュ総菜(首都圏食品スーパー向け)は、目標数量には到達しないものの着実に実績を上げる
→更なる販売拡大に向け、新規顧客の開拓に注力

・主力商品であるポテトサラダの需要は回復し、販売も好調

・昨年度に比べ、従業員の習熟度向上等により生産効率が改善
→収益性も着実に改善

・「惣菜亭®」（静岡富士山工場製卵焼きブランド）シリーズは、厚焼き卵、だし巻き卵を中心に
販売が増加

・フレッシュ総菜（北海道内食品スーパー向け）の販売は順調に推移

・多様な形態に対応した生産体制を構築

→販売も前年対比で増加

32
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（万人）

＜国内の人口推計と高齢化率＞ ＜訪日外国人観光客数の推移＞

推計(総人口)
↓

(万人)

国内市場の縮小

国内の人口減少
・少子高齢化

世界の人口増加
・新興国の台頭

旺盛な購買力
・食市場の拡大

訪日外国人観光客数
の増加

インバウンド需要
の高まり

グローバルに対応した企業体制の構築

事業戦略3︓サラダ料理を世界へ①

出典︓（左図）2015年まで総務省「国勢調査」、推計は総務省統計局（2019年10月1日現在の数値）、2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所（高齢化率含む）
（右図）2018年まで日本政府観光局、2020年以降は2016年日本政府発表目標数値

（％）

4,000万人

6,000万人
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事業戦略3︓サラダ料理を世界へ②
●グローバル化への対応
【リサーチ活動】 【商品開発】

♦食志向 ♦調理法
♦食材

【人財育成】
・海外語学研修の推進
・社内での語学学習普及に向けた啓蒙活動

♦文化 etc.

国内へ情報を
フィードバック

・リサーチ拠点の活用
（バンクーバー）

・海外展示会調査

⇣ ⇣⇣

「ジャーマンカリーケチャップ」
（2019年7月発売）

「やさいと大豆ミート」シリーズ
（2018年度発売）

→グローバル人財の育成に向けた基盤構築

世界の味わいを本格的に再現 健康・ヘルシー志向に対応

New!
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事業戦略3︓サラダ料理を世界へ③
●輸出販売の拡大 ●海外拠点

43の国と地域に商品を輸出
（2019年9月末時点）

・北米、欧州等の展示会に複数回出展

【インドネシア】

【北米】

2019年3月期2Q 2020年3月期2Q

♦輸出販売 売上高実績♦

+103％

・業務用ソース類の販売が好調
・売上高は堅調に推移

→昨年に引き続き年間黒字化を目標

MKU Holdings,Inc
（持分法適用会社）

米国中食市場参入の足掛かりへ

→当社製品を積極的に世界へPR

欧州・アフリカ（12か国）
アジア（23か国・地域）

オセアニア（4か国・地域）
北米・中南米（4か国）

♦輸出地域数♦

＜インドネシア事業売上高（4月～9月）＞（百万ルピア）

Hans Kissle Company,LLC

35
海外展示会出展の様子


